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街
な
か
の
公
園
に
住
み
つ
く
ホ
ー
ム

レ
ス
が
社
会
問
題
化
し
て
久
し
い
。
ア

ル
中
が
高
じ
、
自
ら
ホ
ー
ム
レ
ス
の
体

験
を
赤
裸
々
に
描
い
た
吾
妻
ひ
で
お
の

﹃
失
踪
日
記
﹄︵
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
２

０
０
５
︶
が
第
10
回
手
塚
治
虫
文
化
マ

ン
ガ
大
賞
な
ど
に
輝
い
た
。
公
園
は
土

地
、
緑
、
水
、
ト
イ
レ
、
街
灯
が
設
置

さ
れ
た
都
市
装
置
で
あ
り
、
食
糧
だ
け

を
調
達
す
れ
ば
日
常
生
活
に
は
十
分
可

能
と
な
る
。
公
園
は
誰
も
が
遊
び
、
憩

い
、
癒
し
、
ス
ポ
ー
ツ
、
さ
ら
に
は
防

災
の
た
め
に
自
由
に
使
用
で
き
る
公
共

空
間
で
あ
る
。

鈴
木
敏
、
澤
田
晴
委
智
郎
著
﹃
公
園

の
は
な
し
﹄︵
技
報
堂
１
９
９
３
︶
に
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よ
る
と
、
公
園
の
制
度
化
は
、
１
８
７

３
年
︵
明
治
６
︶
の
太
政
官
布
達
に
よ

る
も
の
で
、
上
野
、
浅
草
、
深
川
な
ど

全
国
で
25
の
公
園
が
指
定
さ
れ
、
さ
ら

に
１
９
０
３
年
︵
明
治
30
︶
我
が
国
初

の
洋
風
公
園
、
日
比
谷
公
園
が
開
園
さ

れ
、
当
時
は
火
災
時
の
延
焼
を
防
ぐ
の

が
主
目
的
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

白
幡
洋
三
郎
著
﹃
近
代
都
市
公
園
史

の
研
究
︱
欧
化
の
系
譜
﹄︵
思
文
閣
１

９
９
５
︶
で
は
、
わ
が
国
の
公
園
は
欧

化
政
策
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
、
西
洋

に
お
け
る
公
園
の
誕
生
は
19
世
紀
ド
イ

ツ
の
都
市
構
造
に
み
ら
れ
る
と
記
さ
れ

て
い
る
。
ブ
レ
ー
メ
ン
等
の
中
世
都
市

は
囲
郭
に
囲
ま
れ
、
内
部
は
住
居
、
外

部
は
広
大
な
緑
地
帯
が
拡
が
っ
て
い
た
。

軍
事
的
な
戦
法
の
変
化
、
都
市
の
発
展
、

人
口
の
増
加
、
衛
生
上
の
要
因
か
ら
そ

の
囲
郭
の
撤
去
が
行
な
わ
れ
、
造
園
士

に
よ
っ
て
旧
都
市
を
ぐ
る
り
と
取
り
囲

む
よ
う
に
公
園
が
誕
生
し
、
劇
場
や
美

術
館
も
配
置
さ
れ
て
市
民
の
憩
い
場
へ

と
変
容
す
る
。
ド
イ
ツ
の
公
園
は
、
民

衆
教
育
の
場
、
国
家
や
都
市
の
威
光
を

表
す
場
、
貧
困
対
策
と
し
て
の
保
健
、

休
養
の
場
の
３
点
が
強
調
さ
れ
た
。
日

本
の
公
園
造
り
は
、
近
代
化
を
促
進
す

る
欧
化
政
策
と
し
て
、
日
比
谷
公
園
、

山
手
公
園
、
横
浜
公
園
に
色
濃
く
反
映

さ
れ
た
と
し
て
、
さ
ら
に
街
路
樹
論
を

も
述
べ
る
。

小
野
良
平
著
﹃
公
園
の
誕
生
﹄︵
吉
川

弘
文
館
２
０
０
３
︶
に
よ
れ
ば
、
公
園

は
産
業
革
命
以
降
発
生
し
た
都
市
人
口

の
過
密
と
環
境
悪
化
な
ど
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
行
政
に
よ
っ
て
造
ら
れ

て
き
た
、
近
代
都
市
装
置
と
し
て
位
置

づ
け
る
。
前
述
の
太
政
官
布
達
は
公
園

の
制
度
化
を
土
地
租
税
を
含
め
た
土
地

管
理
政
策
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
１

８
８
５
年
︵
明
治
18
︶
の
東
京
市
区
政

策
意
見
書
に
お
い
て
、
都
市
構
想
の
な

か
に
公
園
計
画
の
議
論
が
登
場
し
、
衛

生
局
長
与
専
斎
は
公
園
造
り
の
第
一
の

目
的
は
衛
生
に
あ
る
と
主
張
。
そ
の
背

景
に
は
コ
レ
ラ
の
大
流
行
が
生
じ
た
か

ら
で
あ
り
、
公
園
を
身
体
の
﹁
肺
﹂
と

み
な
し
﹁
都
市
の
肺
臓
﹂
と
捉
え
た
と

論
じ
る
。
一
方
、
上
野
公
園
が
内
国
勧

業
博
覧
会
の
会
場
と
な
り
、
農
業
館
、

機
械
館
、
園
芸
館
、
動
物
館
を
配
置
し
、

遊
覧
の
場
で
は
な
く
、
近
代
化
に
ふ
さ

わ
し
い
認
識
を
国
民
に
求
め
る
教
育
的
、

啓
蒙
的
な
広
場
と
な
り
、
ま
た
、
日
露

戦
争
の
勝
利
に
よ
り
、
日
比
谷
公
園
は

帝
都
の
儀
礼
の
場
に
変
わ
り
、
１
９
０

４
年
︵
明
治
37
︶
遼
陽
占
領
東
京
市
祝

捷
会
、
旅
順
降
伏
祝
捷
会
提
灯
行
列
、

東
郷
大
将
軍
凱
旋
な
ど
国
民
統
合
の
装

置
と
し
て
公
園
が
活
用
さ
れ
た
と
指
摘

す
る
。

さ
ら
に
公
園
の
歴
史
に
つ
い
て
、
田

中
正
大
著
﹃
日
本
の
公
園
﹄︵
鹿
島
出
版

会
　
１
９
７
４
︶
が
発
行
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
書
で
は
栗
林
公
園
、
後
楽
園
、

高
知
公
園
が
明
治
維
新
の
危
機
を
乗
り

越
え
、
公
園
と
し
て
旧
藩
民
た
ち
の
手
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の
里
を
設
け
、
こ
の
舞
岡
公
園
に
お
け

る
農
体
験
を
大
切
に
し
な
が
ら
自
然
と

触
れ
あ
え
る
公
共
空
間
を
創
り
出
し
た

実
践
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

公
園
に
は
水
の
流
れ
も
欠
か
せ
な
い
。

水
は
生
物
や
植
物
を
育
て
、
鳥
さ
え
も

飛
来
し
、
よ
り
よ
い
水
辺
空
間
を
形
成

す
る
。
人
と
水
と
の
豊
か
な
触
れ
あ
い

を
親
水
と
い
う
な
ら
、
そ
の
親
水
を
創

出
し
た
公
園
は
一
層
人
の
心
に
優
し
さ

を
与
え
て
く
れ
る
。
１
９
７
２
年
︵
昭

和
47
︶
日
本
初
の
親
水
公
園
で
あ
る
古

川
親
水
公
園
が
造
ら
れ
た
。
土
屋
十
圀

著
﹃
都
市
河
川
の
総
合
親
水
計
画
﹄︵
信

山
社
サ
イ
テ
ッ
ク
１
９
９
９
︶
に
、

﹁
親
水
公
園
と
は
河
川
、
海
、
池
、
湖
沼

な
ど
形
態
に
こ
だ
わ
ら
ず
水
を
主
題
と

し
て
、﹃
意
図
的
﹄
に
﹃
親
水
性
﹄
を
取

り
入
れ
た
施
設
の
総
称
と
す
る
﹂
と
定

義
す
る
。
親
水
公
園
と
し
て
の
天
満
緑

道
︵
名
古
屋
市
︶、
新
町
川
水
際
公
園

︵
徳
島
市
︶、
一
の
坂
ホ
タ
ル
護
岸
︵
山

口
市
︶、
物
部
川
緑
地
公
園
、
中
村
市
ト

ン
ボ
自
然
公
園
︵
と
も
に
高
知
県
︶
等

を
論
じ
た
。

谷
戸
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
捉
え
た

田
中
正
大
著
﹃
東
京
の
公
園
と
原
地
形
﹄

︵
け
や
き
出
版
２
０
０
５
︶
に
は
、
石

神
井
公
園
、
新
宿
公
園
、
三
渓
園
、
南

湖
︵
福
島
県
︶
な
ど
を
と
り
あ
げ
て
い

る
。
１
９
０
６
年
︵
明
治
39
︶
開
園
の

新
宿
公
園
に
つ
い
て
、﹁
池
も
一
つ
で
な

く
て
、
上
ノ
池
、
中
ノ
池
、
下
ノ
池
と

続
い
て
い
く
。
池
の
南
は
ま
た
台
地
と

な
っ
て
い
る
。
三
つ
の
池
は
北
の
台
と

南
の
台
に
挟
ま
れ
た
谷
に
な
っ
て
、
こ

こ
を
流
れ
て
い
た
川
︵
渋
谷
川
︶
を
堰

止
め
た
も
の
で
あ
る
。
水
源
は
天
竜
寺

の
池
だ
と
さ
れ
、
江
戸
絵
図
に
描
か
れ

て
い
る
。︵
略
︶
こ
の
あ
た
り
が
谷
頭
で

北
の
台
と
南
の
台
に
囲
ま
れ
た
谷
戸
地

形
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
谷
口
は
御
苑

の
南
東
端
に
あ
る
﹂
と
検
証
す
る
。
こ

の
よ
う
な
谷
戸
か
ら
の
湧
水
が
３
つ
の

池
を
含
め
た
親
水
公
園
を
形
成
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

韓
国
ソ
ウ
ル
市
で
は
高
架
道
路
で
埋

ま
っ
て
い
た
清
渓
川
が
２
０
０
５
年

︵
平
成
17
︶
に
再
生
さ
れ
、
そ
の
水
辺
復

元
、
親
水
性
の
回
復
に
よ
り
遊
覧
す
る

人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
黄
祺
淵
ほ

か
著
、
周
藤
利
一
訳
﹃
清
渓
川
復
元
﹄

︵
日
刊
建
設
工
学
新
聞
社
２
０
０
６
︶

は
、
清
渓
川
再
生
事
業
の
葛
藤
管
理

︵
社
会
的
対
立
︶
を
李
ソ
ウ
ル
市
長
の
力

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
克
服
し
た
物

語
だ
。

以
上
、
い
く
つ
か
の
親
水
と
公
園
に

関
す
る
書
を
掲
げ
て
き
た
。
都
市
装
置

と
し
て
の
公
園
は
多
く
の
役
割
を
持
っ

て
い
る
が
、
そ
の
基
本
と
な
る
も
の
は

緑
と
水
に
あ
る
よ
う
だ
。
申
龍
徹
が
指

摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
公
園
が
市
民

に
愛
さ
れ
る
文
化
と
し
て
協
働
、
発
展

す
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
。

に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
経
緯
を
詳
述

す
る
。

一
方
、
丸
山
宏
著
﹃
近
代
日
本
公
園

史
の
研
究
﹄︵
思
文
閣
１
９
９
４
︶
は

公
園
の
通
史
で
あ
る
。
１
９
２
４
年

︵
大
正
13
︶
都
市
計
画
法
に
土
地
収
用
法

が
組
み
込
ま
れ
、
博
物
館
や
博
覧
館
に

よ
る
公
園
の
拡
張
、
昭
和
で
は
震
災
復

興
、
防
災
緑
地
の
都
市
計
画
公
園
に
こ

の
法
が
適
用
さ
れ
た
。
い
つ
の
時
代
も

公
共
事
業
用
地
確
保
の
困
難
性
を
物
語

っ
て
い
る
。

申
龍
徹
著
﹃
都
市
公
園
政
策
形
成
史

︱
協
働
社
会
に
お
け
る
緑
と
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
の
原
点
﹄︵
法
政
大
学
出
版
局

２
０
０
４
︶
は
、
近
代
的
公
園
制
度
の

は
じ
ま
り
と
さ
れ
る
太
政
官
布
達
か
ら

緑
の
基
本
計
画
、
新
た
な
海
上
公
園
の

策
定
ま
で
１
３
０
年
に
わ
た
る
わ
が
国

の
公
園
政
策
を
精
力
的
に
論
じ
、
次
の

よ
う
に
鋭
く
指
摘
す
る
。

﹁
都
市
公
園
の
制
度
・
政
策
・
行
政
は
、

明
治
以
降
の
集
権
的
整
備
の
仕
組
み
に

安
住
し
て
し
ま
い
、
都
市
公
園
は
市
民

権
を
得
な
い
ま
ま
、
財
政
の
ゆ
と
り
の

あ
る
場
合
に
取
り
上
げ
ら
れ
﹃
思
い
つ

き
行
政
﹄
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
そ
の
原
因
は
明
治
維
新
後
の

欧
米
諸
都
市
の
視
察
・
見
聞
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
た
近
代
的
都
市
公
園
の
イ
メ

ー
ジ
、
言
い
換
え
れ
ば
、﹃
文
化
﹄
で
は

な
く
、﹃
文
明
＝
施
設
︵
営
造
物
︶﹄
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
﹂

同
様
の
指
摘
は
、
飯
沼
二
郎
・
白
幡

洋
三
郎
の
対
談
﹃
日
本
文
化
と
し
て
の

公
園
﹄︵
八
坂
書
房
１
９
９
３
︶
の
中

で
見
ら
れ
る
。
統
一
さ
れ
た
規
格
で
公

園
が
造
ら
れ
、
余
り
に
も
禁
止
事
項
が

多
く
、
利
用
す
る
市
民
の
立
場
を
考
慮

さ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
子
ど
も
は
遊
び
の
天
才
で
あ

る
が
、
仙
田
満
著
﹃
子
ど
も
と
あ
そ
び
﹄

︵
岩
波
書
店
１
９
９
２
︶
に
は
遊
び
空

間
も
、
遊
び
時
間
も
、
友
だ
ち
も
な
い

と
嘆
き
、
そ
の
遊
び
を
発
揮
で
き
る
環

境
の
再
構
築
の
た
め
に
、
児
童
公
園
の

充
実
を
論
じ
る
。

し
か
し
な
が
ら
最
近
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
よ
る
市
民
た
ち
と
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
公
園
運
営
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
小
野
佐
和
子
著
﹃
こ
ん
な

公
園
が
ほ
し
い
︱
住
民
が
つ
く
る
公
共

空
間
﹄︵
築
地
書
館
　
１
９
９
７
︶
に
は
、

住
民
の
参
加
に
よ
っ
て
触
る
こ
と
が
で

き
、
利
用
で
き
る
公
園
づ
く
り
を
紹
介

し
て
い
る
。
羽
根
木
プ
レ
ー
パ
ー
ク

︵
世
田
谷
区
︶
は
焚
き
火
、
木
登
り
、
穴

堀
り
な
ど
、
公
園
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

遊
び
が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の

場
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
浅
羽
良
和
著
﹃
里
山
公
園

と
﹁
市
民
の
森
﹂
づ
く
り
の
物
語
﹄︵
は

る
書
房
２
０
０
３
︶
は
、﹁
ま
い
お
か

水
と
緑
の
会
﹂
の
メ
ン
バ
ー
が
、
舞
岡

谷
戸
︵
横
浜
市
︶
を
水
源
と
す
る
舞
岡

川
沿
い
に
池
や
田
ん
ぼ
を
活
用
し
、
水

車
、
火
の
見
や
ぐ
ら
、
耕
作
体
験
地
、

こ
ど
も
た
ん
ぼ
、
中
丸
の
丘
、
小
谷
戸




